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【介護老人保健施設の理念と役割】 

 介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、生活機能の維持・向上を目指し総合的に援助します。また、家族や

地域の人びと・機関と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。 

１．包括的ケアサービス施設 

 利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援します。そのため、利用者に応じた目標と支援計画

を立て、必要な医療、看護や介護、リハビリテーションを提供します。 

２．リハビリテーション施設 

 体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目的に、集中的な維持期リハビリテーションを行

います。 

３．在宅復帰施設 

 脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、多職種からなるチームケアを行い、早期の在宅復帰に努めます。 

４．在宅生活支援施設 

 自立した在宅生活が継続できるよう、介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテーションなどのサービスを提供すると共に、他サ

ービス機関と連携して総合的に支援し、家族の介護負担の軽減に努めます。 

５．地域に根ざした施設 

 家族や地域住民と交流し情報提供を行い、様々なケアの相談に対応します。市町村自治体や各種事業者、保健・医療・福祉機関などと

連携し、地域と一体となったケアを積極的に担います。また、評価・情報公開を積極的に行い、サービスの向上に努めます。 

２階 介護 三浦 拓也 

 昨年の 12月 22日にクリスマス交流会を行

いました。クリスマス会では、利用者の皆様

にクイズやスタンプラリーを行っていただ

きました。また今年度は文化祭を開催できな

かったため、クリスマス交流会で文化祭の代

わりに、各フロアで制作した作品を展示しま

した。 

 今冬は例年に比べ雪は少なく暖かな日も

多いですが、まだまだ寒い日は続いておりま

す。寒暖の差もあり体調を崩しやすい天候が

続いておりますので、利用者の皆様が元気に

過ごしていただけるよう、今後も支援してい

きたいと思います。 

 

 

 

 

３階 介護 佐藤 大亮 

 能登半島地震が発生して早１ヶ月が経ちま

した。私は地震のニュースで避難場所の映像

などを見るたびに、東日本大震災を思い出し

ます。 
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東日本大震災で私は当施設の職員と一緒

に気仙沼へ被災地支援に行きました。仕切り

の無い体育館での避難生活、１日に何度も起

きる地鳴りを伴った揺れ、そのような中、被

災者の方に支援を行っていましたが不安な

気持ちが入り交じり、被災された方に何と声

をかければ良いのか迷う事もありました。今

でも避難された方々はどうされたか、被災さ

れた方々の支えになれていたのだろうかと

思うことがあります。 

日が経つにつれ地震の記憶は薄らぎます。

自身に被害が無ければ尚更です。他県の地震

で気を引き締めるのではなく、普段から備え

を怠らないことが重要です。家族の為に、ご

利用者の為に、そして自分自身が後悔しない

様、災害への備えを行っていきたいと思いま

す。 

 
相談室 佐々木 祥子 

当施設の提供する介護保健施設サービス

について、要望やお気づきの点が御座いまし

たら面会時などに遠慮なく、窓口へお申し出

ください。 

又、玄関に備え付けてある「ご意見箱」に

投函することもできます。 

「しょうわ」ではご家族皆様の意見を反映

させながら、より良い施設サービスを提供し

ていきたいと考えております。 

 
３階 看護 小笠原 直美 

 今年の冬は暖かな日が多く、例年に比べ過

ごしやすい日が続いております。ご家族の皆

様、お変わりありませんでしょうか。  

 2 月も空気の乾燥などにより新型コロナウ

イルスやインフルエンザ、溶連菌感染症にノ

ロウイルスと感染症が流行しやすい時期で

す。実際インフルエンザや新型コロナウイス

の感染者は増加してきております。高齢など 

により免疫力が低下している入所者様にとっ

ては、特に注意が必要となります。体調が悪

くても様々な理由により自身で訴えることが

出来ない入所者の方もいらっしゃるため、普

段と違う変化に気が付けるよう観察を行い、

早めの対応を心掛けております。 

 今後も入所者様が安心して過ごしていただ

けるような環境を提供してまいりたいと思い

ます。 

 
【面会方法の変更について】 

 気温の低下や荒天などに伴いタブレットで

の面会が増えており、面会時間の重複がみら

れております。またインフルエンザ等の感染

者数が増加しており感染防止のため、１月よ

り面会は全て予約制とさせていただいており

ます。お手数ですが面会をご希望の方は、事

前に日時をご連絡いただき面会の可否をご確

認下さい。ご家族の皆様にはご不便をおかけ

しますが、スムーズな面会による利用者様の

負担軽減と感染防止の為、何卒ご協力いただ

きますようよろしくお願い致します。 

 
【面会についてのお知らせ】 

現在面会は全て窓越し、またはタブレット

での面会となります。一度の面会者数は 2 名

迄、また面会時間は大旨 10分程度とさせてい

ただきます。面会時はマスク着用と手指消毒

をしていただき、小学生以下（小学生を含む）

や体調不良の方(下痢、風邪症状のある方や

37.5℃以上の方)は、面会を御遠慮いただいて

おります。なおインフルエンザ等の感染者数

増加や感染の拡大状況によって面会を全面的

に中止させていただくこともございますので、

ご了承ください。 
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